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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
15年後を目安として、現状と照らし合わせてどのように政策を実施すれば将来目標量に達成することができるかという観点から、都道府県を単位として林業政策への課題を明確にし、目標実現に向けた取り組みの検討に資することを目的として検討した
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
山からどれだけ生産できるかという供給側因子、その内のバイオマス燃料材に関する因子、現状と照らし合わせて生産が可能な状況にあるかどうかを確認するチェック項目となる因子の大きく分けて3つで構成
→上から順に
→民有林・竹林・無立木地を含む制限林を除外・人工林・スギヒノキ・成林地・緩傾斜地を対象としてそのような想定の中で、路網から車両系・架線系の施業システムを考慮した伐採が可能な距離を掛け合わせて施業対象面積を求める→資料4で具体的な数値を見せる
→施業対象面積以降は主伐と間伐ではプロセスが異なるため考え方を分けて算出→主伐側：施業対象面積に対してA県の伐採届から把握した実際の伐採面積に対して伐採傾向を反映させて、齢級別立木材積より面積から材積に変換して主伐対象の収穫可能材積を算出→間伐側：主伐と間伐で時期が重なった場合は主伐を優先して行うこととし、間伐の対象となる面積に対して間伐実施率と材積としての間伐率、齢級別立木材積により間伐対象の収穫可能材積を算出→資料4で具体的な数値を見せる
→主伐・間伐ごとに搬出の分留まりを設定し搬出可能な材積を算出→資料4で具体的な数値を見せる→搬出可能材積が県が設定している生産目標量に届かない場合は不足分を主伐を追加するという考え方から調整できるように設定→算出された搬出可能材積または生産目標量に対して、燃料材として利用される割合を主伐・間伐それぞれで設定し燃料材利用可能量を推計
→チェック項目として主伐の対象となる面積に対して再造林の苗木本数と労働者数、主伐・間伐方針を考慮した収穫可能材積にたいして伐採施業の労働者数を資料４の項目で設定
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
なお、

・施業対象面積は、ベースとなる民有林・人工林と同じ構造を持つと仮定します。


・また、林道の屈曲による対象面積の重なり率は10%以下となっています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
入力項目は、統計データより把握できるということをご説明させていただいた上で、結果として何が分るのか？ということについて、推計ツールの結果を可視化してみる際にグラフとして表示しており、その一例を紹介いたします。
齢級構成の推移と主伐面積と分期ごとの結果の推移がみることができる項目を用意してあります。
上から順に、
齢級構成の変化・推移については、横軸を齢級として現状を表す0分期期末から3分期期末までといった齢級構成をみることが出来ます。1分期後に表示されている赤枠内の1齢級の面積は、0分期での伐採した主伐の再造林分となります。
次に、実績に基づく齢級別主伐面積として、対象樹種ごとの齢級別の主伐面積です。スライド上表示はしておりませんが、こちらは0分期から3分期それぞれで表示となっており、間伐面積を同様に見ることが出来ます。
最後に、横軸を分期として各分期での、主伐・間伐面積や用材生産量、伐採施業・再造林の労働量、苗木の需要量のグラフを見ることが出来ます。
また、これらの結果は、数字でも表示されておりますので、推計結果を活用したい場合などには値をそのまま抽出することが出来ます。


®)

FEETY — VO e

« IUt)L(Microsofttt)ZBHW\WTIERRL TL\BTZHIRENE S
. FMEEBEDEEHEZEERIR
. ;EHJFMM SHEFEDHET T — P X RBEREDEBRN B I EET — Y& FRALT
SIS
- MIHHERZZSEL DD HENRE CLBNICHATSZENHERDELD. ANTTH/N
IX—YEEHAE

AR DFRATET 2 YUONBRERICKY  BEATFZHFU

T’ODTIE7RL DI CEERRBEDIRZS1E1ERR

=a = e e e e
= £ il ' JJHIH ""57 = = = , == ||."§|. |_|||
:§E'§‘ 1—.. — IEE‘: tt 'm i — il !"*“’ |'m !-.-.; e!l_ﬁ-_
i BEBR DS BOMEOWS | e ;j

IO ETOET [ s@oross

JWBA Proprietary

26


プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
15年後を目安として、現状と照らし合わせてどのように政策を実施すれば将来目標量に達成することができるかという観点から、都道府県を単位として林業政策への課題を明確にし、目標実現に向けた取り組みの検討に資することを目的として検討した
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
パラメータスタディの概要についてです。
2つの県を対象にそれぞれの課題とそれに対する施策案、言い換えると解決案という形で、パラメータスタディを実施しました。
主に、資源量の不足と苗木本数や労働力などの不足について課題が明らかになりましたので、それらの課題に対していくつか解決案を示させていただきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
引き続きA県での課題についてです。
現在の主伐面積・傾向を今後も継続した場合、推計結果である、燃料材以外の用材生産量と燃料材利用可能量を、緑色で記載している素材生産目標量とオレンジ色で記載している燃料材需要量を比較した場合、倍半分不足していることが明らかとなりました。

この課題に対して、
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
A県での課題についてです。
現在の主伐面積・傾向を今後も継続した設定として、数年間の伐採届の分析から、齢級構成が後ろ寄りつまり高齢級寄りに推移しても木材需要は変化しないことが明らかになったため、主伐の傾向は、分期が推移しても変化せず、固定として設定しております。
そのような設定において、明らかとなった課題として、
3分期期末の齢級構成から主伐のピークだった10齢級においてスギの施業対象面積が減少するような主伐対象齢級における資源量の不足、と高齢級の伐採量が少ないことから発生した高齢級の伐残しが課題として明らかとなりました。

これらの課題を解決するために、
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
A県での課題についてです。
現在の主伐面積・傾向を今後も継続した設定として、数年間の伐採届の分析から、齢級構成が後ろ寄りつまり高齢級寄りに推移しても木材需要は変化しないことが明らかになったため、主伐の傾向は、分期が推移しても変化せず、固定として設定しております。
そのような設定において、明らかとなった課題として、
3分期期末の齢級構成から主伐のピークだった10齢級においてスギの施業対象面積が減少するような主伐対象齢級における資源量の不足、と高齢級の伐採量が少ないことから発生した高齢級の伐残しが課題として明らかとなりました。

これらの課題を解決するために、
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
A県での課題についてです。
現在の主伐面積・傾向を今後も継続した設定として、数年間の伐採届の分析から、齢級構成が後ろ寄りつまり高齢級寄りに推移しても木材需要は変化しないことが明らかになったため、主伐の傾向は、分期が推移しても変化せず、固定として設定しております。
そのような設定において、明らかとなった課題として、
3分期期末の齢級構成から主伐のピークだった10齢級においてスギの施業対象面積が減少するような主伐対象齢級における資源量の不足、と高齢級の伐採量が少ないことから発生した高齢級の伐残しが課題として明らかとなりました。

これらの課題を解決するために、
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
パラメータスタディの概要についてです。
2つの県を対象にそれぞれの課題とそれに対する施策案、言い換えると解決案という形で、パラメータスタディを実施しました。
主に、資源量の不足と苗木本数や労働力などの不足について課題が明らかになりましたので、それらの課題に対していくつか解決案を示させていただきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
搬出の歩留まりを向上させるケースとして、元々歩留まりの高い主伐の搬出歩留まりを変化させず、
補助金等の対策を取りやすい、間伐の搬出歩留まりを0.6から0.75に向上させた。
その結果、右の追加主伐ありのグラフをみると、3分期目で素材生産目標量の不足の改善が見られ、右下の主伐面積では、搬出歩留まりを向上させた場合とさせない場合では、向上させた場合の方が、高齢級の主伐面積がわずかに減少することが確認されました。
なので、より実現可能な施策案を講じるとすれば、高齢級寄りで追加で主伐を行いつつ、搬出歩留まりを向上させることが望ましいのではないかと考えられます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
路網を延伸したケースとして、1分期で1000㎞つまり1年で200㎞づつ伸ばした場合では、
右の3分期末の齢級構成において上の延伸なしと下の延伸ありとなっておりますが、それぞれの赤枠を見ていただくと、延伸なしの方では9、10齢級の資源量がなくなっていることに比べて、ありの方では、資源量が枯渇してない結果となっております。
この結果からも、路網の延伸により課題は解決することが出来ると言えます。
しかしながら、単年で200㎞の延伸は現実的では、ないため別の検討を行いました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次なる検討として、路網からの伐採距離を伸ばすようなケースを行いました。伐採距離を伸ばすと推計上集材が可能な面積として対象となる範囲が増加するため、その分資源量が多く取れるようになっています。
生産の1割を次世代架線系林業機械とし、路網からの伐採可能な幅を200mから260mに拡張した場合、その結果として、右図の赤枠内において架線系の利用がない場合と、1割利用した場合では、先ほどの延伸と同様に資源量の不足は見られなくなった。
路網を伸ばした場合と比較すると、年間200㎞延伸するより、コスト的にも効果の高い次世代架線系林業機械の導入による集材可能な範囲の拡大が効果的であることが検討から明らかとなりました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
高齢級の伐残しの課題については、不足分を資源量の多い高齢級寄りから追加で主伐することで、解決できないか検討しました。
追加主伐の量として、主伐面積のグラフを表示しております。左が追加主伐無の0分期、右が追加主伐を行った3齢級のグラフです。グラフ上の黄緑色のものが追加主伐分に当たります。
見ていただくと高齢級での追加の主伐が非常に多いことが分ります。
このような追加主伐を行った結果、右下の齢級構成の赤枠内をみていただくと、資源量の多い高齢級を中心とした追加主伐を実施することで15齢級以降へのシフトが減少し、伐り残しの減少がみられました。
　また、追加主伐は生産目標に対する不足分を補うことが目的なので、同時に生産量も確保されております。
しかしながら、大径化した高齢級での伐採は、伐採や搬出システムなどで様々な課題があるため
実際に施策を検討する上では、川下側も視野に入れた総合的な対策が必要となる。


®)

(@EALERTE]

T—25 KB EREM
RE MEBEREMELU T, hadblzV OESAE = RS Uz BE
AFXDHEFHAE: 1,500(A/ha). £/ FDHEFRA%:2,000(F&/ha)

EARER(TA/E)  BMERSY  EARER(TA/E)
6,000 6,000
5,000 5,000
4,000 4,000
3,000 3,000
2,000 2,000
1,000 __I___ - ——— - 1,000
O 0588 1588 258 358 0528 1558 252
WERGE) @sRts) AR (2F) WERE/F)
RETR TeoTE | meti
EAEES

BRI ERS T CET, AARBEDRDNHSNT,
X ERDZV\SEROKFREEY T & AUEEMBE THARERILED T 5.
EFVZ . FERETEIC I UTEEAREEEDHGILK (EEAFIDILTE) KB ETH D,

JWBA Proprietary 24


プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
その結果、スギを2000本から1,500植え、ヒノキを2500本から2,000植えに設定したところ、
植栽本数を減らすことで，苗木需要量の減少がみられたのですが、
現状において既に苗木生産量が需要量に対し不足する状況にあるため、
主伐面積の増加に合わせた苗木生産量の拡大が必要となってくることが明らかとなりました。
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